
 

2026年 5月号 
  

「元気いきいき通信」は住まいのユウケンが快適な暮らし
を目指す皆さんにお届けするニュースレターです。 

 

 

暮らしサポート情報紙 

株式会社住まいのユウケン 

ナフサとは何か 

ナフサとは原油を精製する過程で得られる石油留分で、プラスチック・合成繊維・塗料・接着剤など、あ

らゆる石化製品の出発点となる原料です。住宅建材の多くは、ナフサなしには成立しません。というのも、

断熱材のポリスチレン、配管の塩化ビニル、塗料のシンナー類はすべてナフサ由来であり、 

住宅 1 棟に使われる素材のほぼ全域がナフサと直結しているからです。 
 

「ガソリンに似たもの」という認識では不十分で、ナフサの供給が滞れば住宅業界のサプライチェーン全体が止ま

りかねないほどの影響力を持ちます。工務店として「なぜ値上がりするのか」を施主に説明するためにも、ナフサ

という原料の存在を押さえておくことが前提になるでしょう。 

 

なぜ今、ナフサが不足しているのか 

日本の住宅建材コストが急上昇している直接の引き金は、中東情勢の緊迫化にあります。 

米国・イスラエルによるイラン攻撃を契機にホルムズ海峡が事実上封鎖され、日本の原油輸入の約 9割を担う中東からの

供給が滞り始めました。これを受けて、三菱ケミカル・三井化学・旭化成などの大手化学メーカーがエチレン設備の減産

を相次いで発表し、建材メーカーへの原料供給が細り始めています。 

 

政府は 2026 年 3 月に赤沢経産相を「重要物資安定確保担当相」に任命して代替調達を急いでいるものの、先行きは見通

せない状況が続いています。 

断熱材（最大 40%値上げ） 

省エネ義務化で絶対に外せない断熱材が、今回のナフサショックで最も打撃を受けている素材の一つです。 

カネカは押出法ポリスチレンフォーム「カネライトフォーム」を 2026年 4月出荷分から約 40%値上げし、デュポン・スタ

イロも「スタイロフォーム」を 5月出荷分から約 40%値上げすると発表しています。 

配管材（塩化ビニル樹脂） 

水道管・排水管・電気配線保護管など、住宅の見えない部分を支える配管材にも、ナフサショックの影響が直撃していま

す。 

 

塗料・シンナー類（最大 80%値上げ） 

塗料・シンナー類は今回のナフサショックの中で最も値上げ幅が大きい品目で、最大約 80%の値上げ通達が出ています。 

 

建築塗料メーカーから 30〜80%の値上げ方針が相次いで示されており、一部では平時以上の注文を制限する動きも確認さ

れています。外壁・屋根の保護塗装や内装の塗装工事はほぼすべてナフサ由来の合成樹脂・溶剤を使うため、リフォーム

は影響を受けます。 

その他の建材 

ナフサショックの影響は特定の建材に留まらず、住宅の内外を問わずほぼ全域の素材に及んでいます。 

床材・ビニールクロス・樹脂サッシ・シーリング材・接着剤・樹脂部品など、普段は意識しない素材まで軒並み 

 

私たちリフォーム会社の立場でも、今大切なのは、不安を大きく見せることではなく、わかることを正確にお伝えし、変

動の可能性がある部分は事前に共有することだと考えています。経済産業省や業界団体の説明を踏まえれば、現時点では

「日本全体として必要量の確保は進んでいる」が、「一部では流通の偏りがあり、価格や納期の不確実性は高まりやすい」

という理解が最も実態に近い整理です。 

 

今回のテーマで本当に大切なのは、慌てることではありません。お客様にとっては、見積条件、納期の前提、変更時の対

応をきちんと確認すること。リフォーム会社にとっては、条件を明確にし、必要に応じて代替案も含めて説明することで

す。不透明な局面ほど、誠実な説明と丁寧な情報共有が、安心して工事を進める土台になります。今は「リフォームをや

めるべき時期」ではなく、条件をよく確認しながら、納得して進めることが大切な時期だといえます。 



 

 

 

取

適

法 

「
取
適
法
（
と
り
て
き
ほ
う
）」
は
、

「
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
」
の

通
称
。
こ
れ
は
、
従
来
の
「
下
請

法
（
し
た
う
け
ほ
う
）」
を
改
正
し

て
つ
く
ら
れ
た
新
し
い
法
律
で

す
。
取
適
法
は
、
事
業
者
間
の
業

務
委
託
取
引
に
お
い
て
、
立
場
の

弱
い
中
小
事
業
者
を
保
護
し
、
取

引
の
適
正
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
発
注
者
が
一
方

的
に
支
払
代
金
を
決
め
る
行
為
を

禁
止
し
た
点
な
ど
が
ポ
イ
ン
ト
。

こ
の
法
律
は
今
年
１
月
１
日
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
取
適
法

（
中
小
受
託
取
引
適
正
化
法
）
も

下
請
法
も
略
称
で
、
い
ず
れ
も
長

い
正
式
名
称
が
あ
り
ま
す
。 

 
ス
マ
ー
ト
農
業 

最
新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
使
い
、
農

業
の
効
率
化
、
高
品
質
化
、
生
産

性
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
の
こ

と
。
Ａ
Ｉ(

人
工
知
能)

、
Ｉ
ｏ
Ｔ

(

モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト)

、
ロ

ボ
ッ
ト
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ

た
先
端
技
術
を
活
用
し
、
従
来
の

農
業
か
ら
の
転
換
を
図
り
ま
す
。

農
業
従
事
者
の
不
足
・
高
齢
化
の

課
題
解
決
に
繋
が
る
こ
と
も
期
待

さ
れ
て
お
り
、
国
や
自
治
体
も
普

及
に
向
け
た
施
策
を
進
め
て
い
ま

す
。
な
お
、「
ス
マ
ー
ト(

s
m
a
rt

）」

は
「
賢
い
・
洗
練
さ
れ
た
」
と
い

う
意
味
を
持
つ
英
語
で
す
。 

 

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動 

乳
が
ん
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識

を
広
め
る
運
動
の
こ
と
。
乳
が
ん

検
診
の
早
期
受
診
を
勧
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
の
起
源
は
諸
説
あ
り
定
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
９
９
０
年

代
頃
の
ア
メ
リ
カ
で
、
ピ
ン
ク
リ

ボ
ン
が
活
動
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
的

に
広
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。 

 

 

 

チェック！  

時事 

ワード 
 

 

 

一
人
暮
ら
し
で
、
ま
ず
心
掛
け
た
い
こ
と 

 

 

  

く
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン 

進
学
や
就
職
で
、
こ
の
春
か
ら
一
人
暮
ら
し
を

始
め
た
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。
一
方
で
、
家
族
が

巣
立
っ
た
り
し
て
、
図
ら
ず
も
一
人
暮
ら
し
に

な
っ
て
し
ま
う
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

日
本
に
お
け
る
単
独
世
帯
は
34
・
６
％
（
国

勢
調
査
２
０
２
４
年
）
で
、
今
後
も
増
加
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。
誰
も
が
一
人
暮
ら
し
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
今
日
、
そ
の
と
き
に
何
を
心
掛
け
た

ら
い
い
の
か
、
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

■
防
犯
を
万
全
に 

 

当
然
な
が
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
人
が
外
出
す
る

と
、
家
は
留
守
に
な
り
ま
す
。
施
錠
は
も
ち
ろ
ん
、

住
ま
い
の
防
犯
を
万
全
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

特
に
女
性
は
、
一
人
暮
ら
し
を
外
部
か
ら
認
識
で

き
る
状
態
は
大
き
な
リ
ス
ク
に
な
り
ま
す
。
洗
濯

物
を
外
か
ら
見
え
る
場
所
に
干
さ
な
い
よ
う
に

す
る
な
ど
、
日
常
的
に
リ
ス
ク
を
避
け
る
行
動
を

心
掛
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

■
人
間
関
係
を
大
切
に 

 

最
近
は
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
人
と
繋
が
る
ケ
ー

ス
が
多
く
、
一
人
で
い
て
も
全
く
問
題
に
感
じ
な

 

 

い
人
も
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
い
ざ

と
い
う
と
き
に
は
、
リ
ア
ル
な
人
間
関
係
が
重
要

に
な
り
ま
す
。
体
調
を
崩
し
た
時
や
災
害
時
な

ど
、
緊
急
時
に
頼
れ
る
人
が
近
く
に
い
る
こ
と
は

安
心
に
も
繋
が
り
ま
す
。
ご
近
所
さ
ん
と
の
繋
が

り
も
大
切
に
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。 

■
生
活
に
リ
ズ
ム
を 

 
一
人
暮
ら
し
で
は
、
基
本
的
に
他
人
に
生
活
を

管
理
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、

生
活
が
乱
れ
て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
食
事
、
睡

眠
、
掃
除
な
ど
、
日
常
生
活
に
一
定
の
リ
ズ
ム
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。「
一
人
だ
か
ら
別
に
い
い
や
」

と
思
わ
ず
、 

 

家
族
が
い
る 

と
き
と
同
じ 

感
覚
で
生
活 

す
る
こ
と
が 

重
要
で
す
。 

 

【漢字クイズの答え】  ①よもぎ       ②はまぐり      ③あさり       ④たけのこ      ⑤いちご 

⑥かつお       ⑦さわら       ⑧わらび       ⑨つくし       ⑩ふきのとう 

 



  
 

 

新
生
活
で
の
緊
張
を
和
ら
げ
る
コ
ツ 

 

  

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト 

 

４
月
に
入
り
、
新
天
地
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

ら
れ
た
方
は
多
い
で
し
ょ
う
。
新
生
活
で
は
、
緊
張

を
強
い
ら
れ
る
場
面
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
過
度
な
緊
張
を
和
ら
げ
る
コ
ツ
を
い
く
つ

か
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。 

●
呼
吸
を
整
え
る 

 

緊
張
す
る
と
心
拍
数
が
上
が
り
、
呼
吸
も
浅
く
な

り
ま
す
。
こ
れ
を
抑
え
る
に
は
、
腹
式
呼
吸
が
有
効

で
す
。
お
腹
を
意
識
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
息
を
吸
い
、

吸
う
と
き
よ
り
も
時
間
を
か
け
て
吐
く
こ
と
を
繰
り

返
し
ま
し
ょ
う
。
基
本
的
な
方
法
で
す
が
、
効
果
は

確
か
で
す
。 

●
緊
張
を
伝
え
る 

 

緊
張
す
る
と
、
人
は
そ
れ
を
抑
え
よ
う
と
必
死
に

な
り
ま
す
。
無
理
に
隠
そ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、

表
に
出
す
こ
と
で
緊
張
の
緩
和
へ
と
繋
げ
ら
れ
ま

す
。
相
手
が
い
る
場
合
は
、
緊
張
し
て
い
る
こ
と
を

素
直
に
伝
え
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
状
態
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
緊
張
感
は
少
な
か
ら
ず
抑
え
ら
れ
ま

す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たけのこステーキ 

春の味覚の代表格とも言えるたけのこを、シンプルな 

一品に仕上げます。香ばしいバターと醤油が、 

たけのこの甘みを引き立てます。シャキッと 

した歯ごたえを楽しみながら、食卓で 

春を感じてみませんか。 
 

★ 材料 （2 人分）  

たけのこ(水煮) 200ｇ  サラダ油 大さじ 1   

だし醤油 大さじ 2  バター 5ｇ  木の芽 適量  
 

★ つくり方 

1．たけのこは根元を厚さ 1cm の輪切りに、穂先を縦半分に

切ります。 

2．フライパンにサラダ油を入れて熱し、たけのこの両面を

中火で焼き色がつくまで焼きます。 

3．だし醤油を入れて絡めながら炒め、バターを加えます。 

4．器に盛りつけ、木の芽を飾ります。 

 

 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
味
覚
が
旬
を
迎
え
ま
す
。 

今
回
は
そ
ん
な
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
食
材
を
集
め
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
読
み
方
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。 

 

① 

蓬
（
野
原
や
河
原
に
自
生
す
る
野
草
。
草
餅
な
ど
に
入
れ
ま
す
） 

② 

蛤
（
ひ
な
祭
り
で
、
女
の
子
の
幸
せ
を
願
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
） 

③ 

浅
蜊
（
潮
干
狩
り
で
最
も
お
な
じ
み
の
貝
と
い
え
ば
） 

④ 

筍
（
和
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
春
の
味
覚
の
代
表
格
） 

⑤ 

苺
（
春
の
果
物
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
こ
れ
で
す
よ
ね
） 

⑥ 

鰹
（
強
火
で
表
面
を
炙
っ
て
た
た
き
に
し
ま
す
） 

⑦ 

鰆
（
漢
字
が
表
す
と
お
り
、
春
を
代
表
す
る
魚
で
す
） 

⑧ 

蕨
（
日
本
全
国
に
自
生
す
る
最
も
身
近
な
山
菜
の
ひ
と
つ
） 

⑨ 
土
筆
（
佃
煮
や
卵
と
じ
、
か
き
揚
げ
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
） 

⑩ 
蕗
の
薹
（
独
特
の
苦
み
が
特
徴
。
定
番
の
一
つ
が
天
ぷ
ら
で
す
） 

※答えは前ページの下段をご覧ください。 

 

 

 

 

●
意
識
を
そ
ら
す 

 

緊
張
し
て
い
る
と
き
は
、
意
識
が
自
分
に
向
き
が

ち
。
他
人
に
ど
う
見
ら
れ
る
か
と
い
う
内
向
き
の
意

識
を
、
外
に
向
け
ま
し
ょ
う
。
全
く
関
係
の
な
い
と

こ
ろ
へ
意
識
を
持
っ
て
い
く
こ
と
で
、
気
持
ち
を
落

ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
誰
か
と
話
を
す
る

の
も
効
果
的
で
す
。 

●
視
点
を
変
え
る 

 

新
生
活
で
最
も
緊
張
し
や
す
い
場
面
の
一
つ
が
、

人
前
で
話
す
と
き
で
す
。
自
己
紹
介
な
ど
、
大
勢
の

前
で
話
す
際
は
、
視
点
を
全
員
で
は
な
く
一
部
の
人

に
向
け
ま
し
ょ
う
。
誰
か
一
人
に
話
す
と
い
う
意
識

に
変
え
る
こ
と
で
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
あ
ま
り
感
じ

る
こ
と
な
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

上
記
の
コ
ツ
は
ご
く
一
例
で
す
。
自
分
に
あ
う

ル
ー
テ
ィ
ン
を 

見
つ
け
、
リ
ラ 

ッ
ク
ス
し
て
新 

生
活
を
楽
し
み 

ま
し
ょ
う
。 

 

  



 

 

 

ボ
タ
ニ
カ
ル
（bo

ta
ni
cal

）
は
「
植
物

の
」
と
い
う
意
味
の
英
語
。
ボ
タ
ニ
カ
ル

イ
ン
テ
リ
ア
は
、
文
字
通
り
植
物
を
用
い

た
イ
ン
テ
リ
ア
ス
タ
イ
ル
の
こ
と
で
す
。

具
体
的
に
は
、
観
葉
植
物
や
フ
ェ
イ
ク
グ

リ―

ン
を
使
っ
て
室
内
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
緑
を
置

く
こ
と
は
、
癒
し
効
果
、
調
湿
効
果
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
も
期
待
で
き
ま
す
。
た

だ
、
ボ
タ
ニ
カ
ル
イ
ン
テ
リ
ア
は
単
に
植

物
を
配
置
す
る
こ
と
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
壁
紙
や
カ
ー
テ
ン
を
植
物
柄
の
も
の

に
す
る
、
グ
リ
ー
ン
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷

く
、
天
然
木
の
家
具
を
置
く
な
ど
、
そ
の

方
法
は
さ
ま
ざ
ま
。
幅
広
い
形
で
「
植
物
」

を
イ
ン
テ
リ
ア
に
取
り
入
れ
た
ナ
チ
ュ

ラ
ル
な
空
間
づ
く
り
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
人

気
を
集
め
て
い
ま
す
。 

 

 
ボタニカルインテリア 

 

 

㍿ 住まいのユウケン 
    工事品目     

増改築・外壁・屋根・水廻り・その他住宅リフォーム全般 

       〒007-0850 

札幌市東区北５０条東７丁目 7-8  第２北舗ビル 1F 

電話  0120-770-071 

FAX （011）-743-6405 

      yuuken21@agate.plala.or.jp 

  
 

イマドキ Topics 

今話題の HOT なニュースをご紹介します！ 

お問い合わせ 

専用 QR コード 

間違いさがし答え： ①壁の絵 ②ソファーの上のクッション ③男の子の左手 ④ペン立て ⑤女の子の絵   




